
Beyond 5G（B5G）時代には、社会はSociety5.0に変貌すると予測される。この社会を維持するには、毎年各地で発生する集中豪雨災害から数百年単位
で発生する首都直下や南海トラフ等の巨大広域災害まで、様々な災害に対応できるレジリエントなネットワークが必要である。また、2050年までに脱炭
素社会を実現するには、グリーンなネットワークの構築も重要な課題である。国連の持続可能な17の開発目標 SDGs（Sustainable Development Goals）

には、「強靭（レジリエント）なインフラ構築」と「気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策」が明記されており、再生可能エネルギーで稼働する
グリーンでレジリエントなB5Gネットワークの研究開発とその国際標準化は、我が国だけでなく、2030年に向けたグローバルな喫緊の課題である。
本研究開発では、頻発・深刻化する自然災害に対するレジリエンス向上と脱炭素社会への転換に対応した、グリーンでレジリエントなB5Gネットワーク
（NW）おけるNW制御技術を確立する。平時には、再生可能エネルギーと蓄電池による自立電源で可能な限り、B5G NWのRAN（Radio Access Network）
を稼働させ、災害時には、自立電源により生き残ったRANに関して、電力も含めたNWリソースの適応制御により、通信を確保するグリーンでレジリエン
トなvRAN（virtual RAN）を実現する。このため、SDNとNFVにより仮想化されたNWアーキテクチャを前提として、災害に応じて、vRANにおけるセル構成を
適応制御する研究開発を実施する。 
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 2.4/5GHzの垂直、水平偏波のオムニアンテナ及びレドームの配置と最適設計によるアンテナの利得向上技術を提案し、電磁界
シミュレーションによって提案技術の妥当性を確認。
5GHz帯のプロトタイプを試作し、伝搬実験により、提案技術の妥当性を確認。

自立電源型分散MIMOアンテナ
ー 多周波共用、偏波共用、高利得、オムニアンテナの開発 ー
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4素子でのレドームの効果

真円度： 6 .69  dBから2 .82  dBに改善

平均利得： -0 .28  dBiから3 .49  dBi
⇒ 3 .77  dB 増加

シミュレーション結果

実験結果



Beyond 5G のレジリエンスを実現するネットワーク制御技術の研究開発
東北大学災害科学国際研究所（代表研究者）、広島大学ナノデバイス研究所、日本電業工作株式会社

http://www1.nict.go.jp/collabo/commission/B5Gsokushin/B5G_02201.html

利得可変方式を検討し、技術検証に向けた給電回路を設計。
28GHz帯垂直偏波アンテナを設計、製作、測定し、シミュレーションに近い良好な特性を確認。 

自立電源型分散MIMOアンテナ
ー ミリ波MIMOマルチビームアンテナの利得制御技術の開発 ー

試作したミリ波MIMOマルチビームアンテナ

シミュレーションと実験結果


